
声を届ける 負担増から
くらしを守る力に

国の政治に
ハッキリものを言う

原発ゼロでぶれない

●この４年間の市議会本会議の
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●アンケート、ほかの議員はしない。頑
張って。（73歳女性）

●議会で質問もせず何期も居座ってい
る議員は辞めてほしい。（65歳男性）

子どもの医療費中学卒業まで無料
　「子育て応援へ中学卒業まで無料
に」（初質問）――母・素子市議の代か
ら、くり返し質問し実現。

４年間、国保税引き上げ許さず
　「所得が減るのに、高い国保税で滞
納」――国保税の軽減を訴えて、市独
自の値上げを許さず。

　「市から２号機は動かすなと四国電力にはっきり伝える
べき」――この4年間、原発問題をくり返し質問したのは遠
藤あや市議だけ。
　原発関連企業や電力会社から献金を受け取らない日
本共産党だから、原発ゼロでぶれません。

「主要農作物種子法の復活」
「農業者戸別所得補償制度の復活」
「加齢性難聴者への補聴器購入に
対する公的補助制度創設」
　上記の請願の紹介議員になり、採択
に。国へ意見書が上がりました。

2018年度介護保険料値上げ
（基準額月5187→5,578円）

遠藤のみ
反対

他市議14人
賛成

障害者福祉給付金を1000円減額 遠藤ら2人
反対

他市議13人
賛成

消費税10％増税を転嫁し
市手数料など値上げ

遠藤ら2人
反対

他市議13人
賛成

加齢性難聴者への補聴器購入に
対する公的補助制度創設の請願

遠藤ら12人
賛成

他市議2人
反対（公明は

棄権 ）

4年間でただ一人毎議会一般質問
市民のために働く　
4年間でただ一人毎議会一般質問
市民のために働く　

伊方原発２号機が廃炉に

（日本共産党八幡浜市民アンケート中間集約より）

●市議にのぞむこと
1位 市民の声を聞いて議会に届けてほしい 59％

2位 税金の無駄づかいをチェックしてほしい 45％

（日本共産党八幡浜市民アンケート中間集約より）

コロナ対策を市へ要請・質問
　「介護施設、学校、保育所等の定期
的検査をする体制を」―――コロナ対
策をくり返し求めて、高齢者施設での職
員・入所者へのPCR検査が実施。

●原発が安いという
のは大ウソ。早く廃
炉に。（60歳女性）

●小さな事故が重大
事故につながる。
（30歳女性）

副市長にコロナ対策を申し入れ（2020年4月）
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遠藤あやを市政へ！
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政権交代でまともな政治を 八幡浜市から菅政権ノーを

●政権交代が政治を変える近道です。
●7月4日投票の東京都議選では、自民・公明が過半数割
れ。日本共産党は18から19議席へ前進しました。
●市民と野党の共闘へがんばる日本共産党・遠藤あやを
市政に送って、政治を変える力を大きくしましょう。

遠藤あやさんを
応援します


